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この度制定された「食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度」（以下PL制度との略する）目的と食品衛生法上の
位置づけを資料１に示した。

当該制度は、食品衛生法の定める目的（食品衛生法第１８条）である、食品、添加物によるものや飲食行為に関連し
て生じる危害発生の防止を、容器・器具包装の観点から実施する。具体的手段は、対象を合成樹脂のみとし、安全性が
国により確認され使用できる物質と使用制限をリスト化し、適正な原材料及び製造情報の伝達することである。

PL制度の食品衛生法との関係を示すと、食品、添加物等の規格基準の３）器具・包装容器の規定項目 Ａ原材料
一般の規格に８番目の項目としてポジティブリストの規定を新設した。この制度は、農薬、食品添加物ではすでに導入されて
いる。また、Ｄ材質別規格項目は、従来からあるネガティブリスト制度となっている。

資料中に掲載している資料アイコンをクリックしていただくと、対応するPL対応マニュアル掲載資料を参照することができます。
参照後は参照先の「戻る⏎」で資料に戻ることができます。

食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度の概要

器具・容器包装関連のポジティブリスト制度
対象を合成樹脂のみとし、安全性が国により確認され使用できる物質と使用制限をリスト化し、適正な原材料及び製造情報の伝達

食品衛生法
食品、添加物等の規格基準
（昭和34年厚生省告示第370号）

１）食品

５）洗浄剤

3）器具・容器包装

４）おもちゃ

２）添加物

3）器具・容器包装規定項目
A 原材料一般の規格
B 試験法
C 試薬・試液等
D 材質別規格
E 用途別規格
F 標準製造

A 原材料一般の規格項目
１
２
３
・
・
７
８ ポジティブリストの規定（新設）

D 材質別規格項目
（従来からあるネガティブリスト制度）

１ ガラス、陶磁器、ホウロウ
２ 合成樹脂（一般規格、個別規格）
３ ゴム
４ 金属缶

＜目的＞
危害発生の防止
・食品、添加物によるもの
・飲食行為に関連して生じるもの

農薬、食品添加物ではすでに導入

関連条文食衛法第18条

①販売用、営業上使用する器具・容器包装若しくはこれらの原材料につき規格を定め、
製造方法につき基準を定める

②規格・基準に合わない器具・容器包装を販売、製造、輸入してはならない。
その規格に合わない原材料を使用して器具・容器包装を製造してはならない。

③器具・容器包装の成分の食品への溶出又は浸出について許容される量を超えて使用してはならない。
ただし、人の健康を損なうおそれのない量（0.01mg/kg食品）を
超えない様に加工されている場合はこの限りではない。

資料１
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PL制度のポイントについて、資料２に示した。対象材質としては、食品に接する合成樹脂を対象としている。ただし、食品添加物用は対象とならない。
食品添加物を封入する容器、包装材料は対象外となる。また、食品を封入する容器、包装材料で複数素材で構成されている包装材料においては、
食品が触れる面に位置する合成樹脂層が対象となる。
合成樹脂を構成する対象物質は、製造時に使用され残存する可能性がある触媒、重合助剤、溶媒等は対象外で残存することを意図して使用
する物質がその対象となる。具体的には、主体である合成樹脂と樹脂物性を整える添加剤が対象となる。
ポジティブリストには、合成樹脂製造時に使用できる物質とその使用制限について記載されている。別表第１ 第１表には、基剤すなわちポリマー
樹脂、別表第１ 第２表には、添加剤が記載されている。また、添加剤の使用制限量は、第１表の材質区分にて規定されている。
PL制度の施行日は、2020年6月１日、5年間の移行期間を経て2025年6月1日より完全施行される。移行期間（2020年6月1日～

2025年5月31日）においては、以下の除外規定が適用される。
・2020年6月1日時点で、すでに製造、輸入、販売、使用されていた器具・容器包装は適用外
・ポジティブリスト未収載物質を使用している、または収載物質をポジティブリストの規格を満たさず使用している場合でも、2020年6月1日より前に
器具・容器包装として製造、輸入、販売、使用の実績がある場合、その使用範囲内であれば、引き続き使用することができる。

PL制度に適合していない場合でも、実績のある器具・容器包装（原材料は除く）について2025年5月31日までは、製造、輸入、販売及び製品
への使用は可能。2025年6月1日以降は、2025年5月31日まで製造された器具・容器包装（原材料は除く）の国内在庫のみ販売、使用が可能。
（2025年6月1日以降は、PL制度に適合しない物は、新たに製造、輸入ができなくなる。）

項目 内容

対象材質 ・合成樹脂（食品用に限定、食品添加物用は対象外）
・他の素材との複合体で食品が触れる面に位置する合成樹脂層

合成樹脂を構成する対象物質 残存することを意図して使用する物質（触媒、重合助剤、溶媒等は対象外）

ポジティブリスト記載情報 製造時に使用できる物質とその使用制限
別表第1 第1表(基材）別表第1 第2表(添加剤）
（添加剤制限量は第1表の材質区分にて規定されている）

施行日 2020年6月1日

移行期間

2020年6月1日
～2025年5月31日

・2020年6月1日時点で、すでに製造、輸入、販売、使用されていた
器具・容器包装は適用外
・ポジティブリスト未収載物質を使用している、または収載物質をポジティブリストの
規格を満たさず使用している場合でも、2020年6月1日より前に器具
・容器包装として製造、輸入、販売、使用の実績がある場合、
その使用範囲内であれば、引き続き使用することができる。

PL制度に適合していない場合でも、実績のある器具・容器包装（原材料は除く）について2025年5月31日までは、製造、輸入、販売及び製品
への使用は可能。2025年6月1日以降は、2025年5月31日まで製造された器具・容器包装（原材料は除く）の国内在庫のみ販売、使用が可能。
（2025年6月1日以降は、PL制度に適合しない物は、新たに製造、輸入ができなくなる。）

完全施行日 2025年6月1日

食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度のポイント

資料２
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PL制度においては、各サプライチェーンごとに対応必要な項目が存在している。また、サプライチェーンの上流側（製造者）
から下流側（販売者）にむけて、ＰＬ制度適合の情報が伝達されていく。情報の流れと各サプライチェーンにおけるアクションについて
資料３に示した。PL制度適合を確認できる情報要求に対して情報の流れを、矢印で示しており、赤字の矢印は提供義務を、青字の
矢印は努力義務を示している。ポジティブリスト制度適合を確認できる情報であれば個別物質の開示は不要で、情報伝達の指定方法は、
特になく確認証明書や保証書で行う。ただし口頭での伝達は不可である。
各サプライチェーンでの対応について、ポジティブリスト制度の項目及び従来のネガティブリスト制度での項目を示す。
原料製造事業者、材料製造事業者は、ポジティブリスト制度においてポジティブリスト記載の物質、制限に基づく原材料製造と記録を実施。
ネガティブリスト制度において、材質別規格（一般規格、個別規格）の基準遵守と記録を実施する。
容器等製造事業者、器具等製造事業者は、ポジティブリスト制度において使用する原料、材料のポジティブリスト適合原料、材料の確認を実施し、
製造管理基準（一般衛生管理基準、適正製造管理基準）遵守と記録を実施する。ネガティブリスト制度において、材質別規格適合の確認、
器具又は容器包装の用途別規格遵守と記録を実施する。
容器等販売事業者、器具等販売事業者、容器等輸入事業者および食品等製造事業者は、容器等、器具等製造事業者より提供される
確認証明書、保証書、試験検査成績書（一般規格、個別規格、器具又は容器包装の用途別規格）を基に、使用するもしくは販売する、
容器、器具等のポジティブリスト制度適合及びネガティブリスト制度適合の確認を実施する。

原料
製造事業者

材料
製造事業者

容器等
製造事業者

容器等
販売事業者

容器等
輸入事業者

食品等
製造事業者器具等

製造事業者

ポジティブリスト制度適合を
確認できる情報要求に対して情報の流れ

提供

提供

器具等
販売事業者

提供

提供義務 努力義務

提
供

提供

提供

・ポジティブリスト制度適合を確認できる情報であれば個別物質の開示は不要
・情報伝達の指定方法は、特になし 確認証明書や保証書で行う。口頭は不可

ポジティブリスト制度
✓ポジティブリスト適合原料
の確認

✓製造管理基準遵守と記録
・一般衛生管理基準
・適正製造管理基準

ポジティブリスト制度
✓ポジティブリスト記載の
物質、制限に基ずく
原材料製造と記録

ネガティブリスト制度
✓材質別規格基準遵守と記録
・一般規格
・個別規格

✓ポジティブリスト制度適合の確認
✓ネガティブリスト制度適合の確認
＜参考入手書類＞
・確認証明書
・保証書
・試験検査成績書
一般規格、個別規格、
器具又は容器包装の用途別規格

ネガティブリスト制度
✓材質別規格適合の確認
✓器具又は容器包装の
用途別規格遵守と記録

対応

情報の流れと各サプライチェーンにおけるアクション

資料３



課題 課題内容 解決策

１．海外輸入品の適合性
確認

国によって制度が異なるので適合
性の情報が出ない海外メーカーが
ある

１） 海外メーカーへ日本の制度の周知・教育を行い、
その上で適合性調査を依頼。

２） 見解書（食品接触材料安全センター発行）
の利用

３） 受託分析機関の利用

２．努力義務による非開
示の場合の対応

合成樹脂の原材料事業者は開示が
努力義務のため適合性が確認でき
ない場合がある。

• 非開示の場合もあるが、非開示物質でも適合確認書は取
得していると考えられるため（原材料の適合確認書がほ
とんど）、その適合性は確認できる。

• 適合性未確認の物質を使用した容器包装を使用しない。

３．器具・容器包装の
適合性

器具・容器包装自体の適合確認書
は、原材料より圧倒的に少ない。
制度は器具・容器包装の適合性確
認が目的なので、この実態は問題
がある。

• 健康食品産業協議会などの下流事業者で問題提起し、上
流事業者による器具・容器包装の適合性確認方法を明確
にしていただく。

PL制度の運用時に、生じると予想される課題を資料４に示した。
海外輸入品の適合性確認において、国によって制度が異なるので海外メーカによっては適合情報を出せ
ない可能性がある。解決策としては、海外メーカーへの日本の制度の周知・教育を行い、その上適合性
調査を依頼する。見解書を利用する。受託分析機関を紹介、利用する。
努力義務項目について、製造、原料ノウハウ等で情報が非開示になり適合性が確認できない場合が
出てくるか可能性がある。解決策としては、非開示物質でも適合確認書は取得していると考えられるため、
適合性を確認できる。適合性未確認の物質を使用した容器包装を使用しない。
器具、容器包装での適合性の確認において、その適合確認書は、原材料の適合確認書よりも少なく、
適合確認が取れない可能性がある。PL制度は、そもそも器具・容器包装の適合確認が目的であるが、
実際は原材料のポジティブリストとなっている。解決策としては、下流事業者で問題提起し、上流事業
者による器具・容器包装の適合性が明確になるように働きかける。

課題、課題内容、解決策

詳細→

詳細→

詳細→

資料4
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第１章 食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度の概要とポイント

１．食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度の概要
・ポジティブリスト（改正食品衛生法第18条の第3項）に基づく規格の設定
・製造管理（改正食品衛生法第52条）及び情報伝達（第53条）に基づく運用の実施

２．ポジティブリストについて
・食品用器具・容器包装の定義と対象となる材質・素材
・ポジティブリスト（PL）の全体像
・PL 別表第1 第1表(基材）
・材質区分について
・PL 別表第1 第2表(添加剤）

３．情報伝達について
・情報伝達に関する省令の概要 情報伝達書類の例
・経過措置期間中（2025年5月末まで）の情報伝達について
・完全施行後（2025年６月１日以降）の情報伝達について

完全施行後（2025年６月１日以降）の情報伝達について

４．製造管理基準について
・一般衛生管理（食品衛生法施行規則第66条の5 第1項）＜2025年6月1日施行＞
・適正製造管理（食品衛生法施行規則第66条の5 第2項）＜2025年6月1日施行＞
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第2章 健康食品業界の食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度への対応

１．ポジティブリスト制度への対応のポイント

２．ポジティブリスト適合性確認フローチャート
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第3章 食品用器具・容器包装業界の動きと証明書類

１．食品接触材料安全センターの活動
・食品接触材料安全センターによるPL適合性確認業務（PL適合性確認書類の発行）
・食品接触材料安全センターの発行書類（PL適合性確認書類）

２．軟包装衛生協議会（軟衛協）の活動
・軟包装衛生協議会（軟衛協）発行の自己宣言書フォーマット

３．健康食品産業協議会の活動
・PL適合性等を傍証する書類（付属書 協議会の提案書類）
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第４章 課題と解決策
１．課題、課題内容、解決策
２．課題１への対応 海外輸入品の適合性確認

・解決策１）海外メーカーへの周知・教育
・解決策２）適合確認見解書（食品接触材料安全センター発行）の利用
・解決策３）受託分析機関の利用

① ユーロフィン・プロダクト・テスティング株式会社
② テュフ ラインランド株式会社

・海外輸入品PL対応スキーム例
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詳細→
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第5章 関連リンク集



第5章 関連リンク集

内容及びリンク先 告示番号など 告示日

消費者庁ホームページ（食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度について）
（2025年５月31日まで）
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list#h2_5

－ －

消費者庁ホームページ（食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度について）
（2025年6月1日以降）
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new

－ －

食品、添加物等の規格基準の一部改正について
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/001
173618.pdf

健生発1130第4号 2023年11月30日

最新のポジティブリスト
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/001173059.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/standards_cms101_
240927_09.pdf

別表第１第１表（基材）
別表第１第２表（添加剤）

2023年11月30日更新

食品衛生法施行規則の一部を改正する省令の施行に伴う関連通知の改正について
（製造管理・情報伝達）
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/001
184986.pdf

健生発1227第3号 2023年12月27日

ポジティブリスト制度のQ&A
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/sta
ndards_cms101_250206_01.pdf

－ 2024年5月10日更新

JCII（食品接触材料安全センター）ホームページ
https://www.jcii.or.jp/pages/65/

－ －

軟包装衛生協議会（軟衛協）ホームページ
https://www.naneikyo.com/

－ －

https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list#h2_5
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/001173618.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/001173059.pdf
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.caa.go.jp%2Fpolicies%2Fpolicy%2Fstandards_evaluation%2Fappliance%2Fpositive_list_new%2Fassets%2Fstandards_cms101_240927_09.pdf&data=05%7C02%7Chanaoka.kouji%40kao.com%7C4169f00a9cd5429a983408dd5fab4575%7Cb1380395f29046e09390cd896bd4ae16%7C0%7C0%7C638771911950534071%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=uL82gbYYPKyoubrL6JETWbS26glEMU6Cg6nXDXzC0uo%3D&reserved=0
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/001184986.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/appliance/positive_list_new/assets/standards_cms101_250206_01.pdf
https://www.jcii.or.jp/pages/65/
https://www.naneikyo.com/


改訂履歴

版数 発行月 改訂履歴

第1版 2022年1月 初版発行

第2版 2022年3月 • ３頁：厚生労働省ホームページ(食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度について)の情報に変更
• ６頁：製造管理（改正食品衛生法第50条の3）を（第52条）に変更

情報伝達（第50条の4）を（第53条）に変更
• ７頁：主に適合性確認資料の内容の変更
• ９頁：適合性確認資料例として名称・発行元を変更
• 10頁：情報伝達の説明を変更
• 11頁：スケジュール（一部予想）内容の変更
• 13頁：内容及びリンク先の追加・修正

第3版 2024年10月 • 2頁：目次項目の変更
• ５頁：ポジティブリスト制度概要の図を変更
• 7頁～16頁：制度の枠組み、PL改編内容を追加
• 17頁～27頁：健康食品業界の食品用器具・容器包装のPL制度への対応を追加
• 18頁：製造管理の情報共有を含めた図に修正
• 19頁：フローチャートの修正
• 20～27頁：食品接触材料安全センター、軟包装衛生協議会、健康食品産業協議会の活動を追加
• 30頁～35頁：課題解決策等の追加
• 36頁：海外輸入品PL対応スキーム例の追加
• 37頁：内容及びリンク先の追加・修正
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改訂履歴

版数 発行月 改訂履歴

第4版 2025年4月 • 3頁：JCII（食品接触材料安全センター）及び軟包装衛生協議会（軟衛協）の情報変更を追加
• 15頁、16頁：4号、6号（製品の品質とトレーサビリティー確保）の情報共有を削除
• 18頁：製造管理の情報共有を削除
• 22頁：３の書類名の変更（適合確認見解書→見解書に変更）と

業務対象の変更（センター会員向けの個別対応に変更）
• 23頁：見解書フォーマットの変更とフォーマット内容の時点を追加
• 25頁：フォーマット内容の時点を追加
• 27頁：PL適合性等を傍証する書類内容（付属書協議会の提案書類（簡易様式））の新規追加
• 28頁：詳細様式と位置付けし、書類使用目的の変更
• 30頁：解決策２）の一部変更（適合確認見解書→見解書に変更）
• 32頁、37頁：一部変更（適合確認見解書→見解書に変更）
• 38頁：軟包装衛生協議会（軟衛協）ホームページのリンクを追加


